
講演：データサイエンスとビジネス  

 

 
 

【講演概要】  

企業が直面する膨大なデータの活用が競争優位性にどうつながるかという問題意識でデ

ータサイエンス、AI を捉える。データサイエンスがビジネスでどのように使われているかの

事例を紹介し、AI の進化で、何ができるようになったのか、何ができないのかを解説する。

さらに、米国のビジネススクールで人気のある、ビジネスアナリティクスの修士課程では

何が教えられているかを概観し、今、日本のビジネス教育で何が必要かを論じる。 
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